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２０１８年７月１５日 №６４７  
     日本共産党八幡市議会議員団（９８３）２００５ 市議 団メール jcp-ywta@am.wakwak.com

くらしの相談 お気軽に 
山本邦夫市議 ９８２・８８４４

巌  博市議 ９８２・９６６３

亀田優子市議 ９８２・１２７７

中村正公市議 ９８３・８３１２

大規模災害で、多数の住民が危害を受け、

または受ける恐れが生じた場合、災害救助法

が適用され、市町村がおこなう避難所などの

提供や生活必需品の支給・貸与、罹災住宅の

応急修理などの支援活動にたいし、国、都道

府県が支援することになっています。また義

援 金 も 災 害 救 助 法 の 適 用 自 治 体 に 配 分 さ れ

るため、現在同法の適用を受けていない八幡

市の被災者には届かないことになります。 

今回の地震災害の場合、大阪府では震度 6

弱の自治体だけでなく、八幡市（震度５強）

と同じ震度の 5 強、5 弱の自治体も災害救助

法の指定を受けています。 

同じ災害で被災しているのに、災害救助法

の適用を受けているかどうかで、国・府から

の支援に大きな違いが出てきます。 

制度の運用状況、自治体からの要請状況な

どを見ておくことが必要です。広域な災害の

場合には、都道府県の枠を超えた柔軟な運用

ができるよう改善を急ぐことが必要です。 

日本共産党八幡市議団と森下よしみ府会議

員は 6 日、大阪北部地震で被災した市内の学

校のうち、体育館が被災した八幡小、有都小、

増築した校舎・教室が損傷した美濃山小を調

査しました。 

八幡小と有都小の体育館は、柱と屋根部分

を結合する箇所、それぞれ 8 ヵ所のコンクリ

ートが落下し、現在も使用できない状態です。

今度、補強方法を検討しますが、夏休みなど

の期間を利用して整備する方向です。 

震災により、長期にわたって体育施設とし

て使えないことになります。また、災害時に

は、避難所になる施設です。地震への備えに

ついて、より検討することが必要です。 

美濃山小の教室も調査 
美 濃 山 小 は 、 教 室 不 足 の た め 、 最 上 階 （ 4

階）に増築したところで廊下や壁面にひびが

入りました。調査時点では、補修などが施さ

れていました。 
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◇八幡市の被災状況（７／７現在） 

罹災 証明 書 の申 請は １ ７３ ４件 で 、ブ ルー

シー トは １ ６７ ７枚 配 布。 被害 状 況は 、半

壊が数件程度、ほとんどが一部損壊です。 


